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◇「郡山市小中学生優秀選手表彰」・・・３名の子どもたちにメダルが届きました
郡山市では、スポーツを通して、すばらしい成績を残した子どもたちに、賞賛と激励を行う

とともに、今後の活動への意欲を高めることを目的に、「優秀選手表彰」を行っています。
今年度は、大槻小学校からは３名の子どもたちにメダルが贈呈されました。本来ですと市役

所で授与式が行われ、郡山市長、郡山市教育委員会教育長のご出席のもと、全員にメダル授与
が行われますが、コロナウイルス感染拡大防止のため、メダルが学校に届けられました。
今年度の受賞者は次の３名です。

６年２組 大橋 未羽さん ソフトボール
５年３組 長沢 美羅さん バレーボール
３年１組 長沢 綺羅さん バレーボール

３人とも、これからも大好きなスポーツを続けていきたいと話してくれました。何事も極め
るということは大変なことです。根気強く、努力を積み重ねているからこそ、誰からも認めら
れる力が身に付いていくのだと思います。優秀選手表彰、本当におめでとうございます。

◇「まん延防止等重点措置」来月６日まで延長となりました。
政府は、福島県や大阪府など１７道府県において「まん延防止等重点措置」を３月６日まで

延長することとしました。大槻小学校では、現在、コロナウイルス感染は落ち着いてきていま

すが、郡山市内の小中学校、そして幼稚園・保育園・保育所等では、多くの子どもたちが感染

に苦しんでいる状況です。以前の学校だよりでもお伝えしていますが、どんなに感染対策を取って

いても、感染はしてしまうこともあるという認識をさらに高めて、徹底した感染対策をしてい

かなければいけません。

郡山市の公式ウェブサイトに「郡山コロナ通信」というものがあります。ご覧になっている

方もいらっしゃるかと思います。その中に記載されていた言葉を紹介します。

〇 オミクロン株は感染力が非常に強い。家族の誰かが感染すると、家庭内での

感染拡大が避けられないと言っても過言ではない。
〇 第５波のピークの２．８倍で推移している。
〇 １０代以下の子どもの感染が多く、約４割を示している。

〇 保護者の送迎などの時、車の換気が必要である。また、子どもどうしの距離
や向きへの配慮が必要である。

引き続き、体調が悪い、微熱がある、喉が痛い・・・といった症状がある場合は、登校を控
えて医療機関への受診をお願いいたします。その際、兄弟がいる場合は、安心のため兄弟も登校を
控えてください。今、皆様のご協力があるからこそ、大槻小学校の安全が守られています。

校長のひとりごと 校長室に飾っているものです

会津の郷土玩具に「起き上がりこぼうし」があります。転がしてもすぐに
起き上がるものです。その動きから「七転八起の精神」そして「粘り強さ」
「健康」のシンボルとして人々に愛されています。今、コロナ禍で大変な
時ではありますが、こんな時だからこそ、「七転八起」ですね！




